
表１

○学校教育総合プランの３つの柱 ○学校教育総合プランの項目

実施計画
①実施計画の重点等

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

①達成した②達成できない③達成した

平成27年度　学校教育総合プラン（第Ⅲ期）実施計画　　　　（逗子市立久木中学校）　　　2015.4.

①指導法の工夫改善を図る（わかったから
定着・活用へ）
②少人数指導での習熟度別指導の充実
（成果の明確化）
③個人カルテ（学習支援シート）の利用の
推進

①3年間を見据えた系統立てた指導の在り方を探
り、指導法の工夫改善を図る。
②少人数指導での習熟度別指導とTT指導での指
導工夫の充実と成果の明確化
③長期休業中及び日常的な補習に工夫改善を重
ね体制を充実させる。

①
「確かな学力」を育む
ための個に応じた指
導の充実

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容
①指導法の工夫改善を図る。（3年間を見
据えた系統立てた指導の在り方を探る）
②少人数指導での習熟度別指導とTT指
導での指導工夫の充実と成果の明確化
③補習体制の充実(長期休業中及び日常
的な実施の工夫・改善）

Ⅰ　子どもたちの学力向上

・学習指導要領が全面実施され各教科の計画・実践の検証方法確立と検証結果を踏まえた指導法の改善と工夫を進める。
・校内支援体制の構築を更に進め支援教育の継続性と連続性を推進する。
・基礎学力定着のための個に応じた指導実践の充実を図る。

生徒が「わかったと思える授業」から「学習内容の定着・活用」を目指した指導方法の工夫・教材教具の工夫を図る。
教育相談コーディネーターを中心とした校内支援体制づくりの推進。
支援地域本部事業の更なる活用を目指し、朝の読書活動や休業中や放課後の補習学習の推進。

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成した

１　個に応じた指導の充実
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表１ 成果と課題
①年間を通じて教科毎に計画的に授業研
究を行い授業改善を行った。
②数学は２，３年生で少人数指導を行った。
外国語では全学年で少人数指導とティーム
ティーチングを効果的に用いることができ
た。
③支援を要する生徒について作成・活用が
できた。

成果と課題
①授業研究の実施により指導法の工夫
改善を実施することができた。
②教員の疾病により実施できない教科が
できてしまった。
③補習授業を計画的に実施することが
できた。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容

（評価）
① 達成した     ② 達成した

（評価）
① 達成した     ② 達成した

成果と課題
①朝学活から教科等において時期的に取り
組むことができた。
②総合的に学習や行事等において計画的
に取り組むことができた。

成果と課題
①言語活動について各教科で実践する
ことができた。
②教科だけでなく、道徳や総合的学習
の時間にも実施する必要がある。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成し
た

②
「読解力」向上の取り
組みの推進

①本校の言語活動の充実を教科指導全
体で計画的かつ系統立てて進める。
②教科の課題としてレポート作成、プレ
ゼン発表をすすめる。その中で様々な文
章や資料を読む機会や、自分で意見を
述べたりする機会を充実させ、コミュニ
ケーション能力の育成する。

①久木中学校としての言語活動の充実を
教科指導全体を通じて計画的に推進する
②様々な文章や資料を読む機会や、自分
で意見を述べたりする機会を充実させ、コ
ミュニケーション能力の育成を図る（教科の
課題としてレポート作成、プレゼン発表を推
奨する）

①久木中学校としての言語活動の充実を
教科指導全体で計画的かつ系統立てて進
める。
②様々な文章や資料を読む機会や、自分
で意見を述べたりする機会を充実させ、コ
ミュニケーション能力の育成する。（教科の
課題としてレポート作成、プレゼン発表を
推奨する。）

③
読書活動の推進

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

成果と課題
①３年間を見据えた各教科の系統立てた
指導計画ができた。
②教職員の配置により英数での少人数授
が全学年で出来ないところがあった。それ
に代わり国語、理科でTT授業を行う事が
できた。
③１年を通じて補習授業が計画的におこな
えた。

①学習情報センターとしての学校図書館
の機能を高める。
②学校図書館指導員、学校支援ボラン
ティアを活用し学校図書館の機能を活性
化する。
③学校支援地域本部事業の活用や全
教職員・図書委員会による読み聞かせ
活動を取り入れた朝の読書活動を推進
する。

①学習情報センターとしての学校図書館の
機能を高める
②学校図書館指導員、学校支援ボランティ
アを活用し学校図書館の機能を活性化す
る
③朝の読書を推進する（学校支援地域本部
事業の活用）

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容
①学習情報センターとしての学校図書館
の機能を高める。(対人関係づくりに活か
す)
②学校図書館指導員、学校支援ボラン
ティアを活用し学校図書館の機能を活性
化する。
③朝の読書推進する。（学校支援地域本
部事業の活用や全教職員・図書委員会に
よる読み聞かせ活動を取り入れる）

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成した

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成した

成果と課題
①教科指導全体での言語活動の充実が出来
なかった、今後は系統性の部分に絡めて行え
ればよい。
②教科の課題としてのプレゼン発表はよく進め
る事ができているがレポート作成については各
教科毎での指導ではなく進めていく必要があ
る。

35



表１ 成果と課題
①学習利用としての学校図書館の機能は
高まった。
②指導員を中心として読書指導や調べ学
習の場として活性化ができた。
③年間を通じて計画的に取り組むことがで
きた。
・

成果と課題
①市立図書館との連携も実施始めること
ができた。
②学校支援ボランティアを活用すること
ができなかった。
③全教職員による朝の読書活動は推進
され、定着してきた。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成し
た

成果と課題
①支援教育委員会を中心に全職員が生徒
理解できる体制を作っている。
②授業のユニバーサル化に絡めて取り組が
進んでいる。
③地域との連携に計画的に進めることがで
きている。

成果と課題
①一人ひとりに応じた支援法が浸透して
きた。
②生徒が安心して学べる学習集団の形
成に時間がかかってしまっている。
③学校支援ボランティアの協力数をさら
に増やす必要がある。

④
校内支援体制を活用
した支援教育の推進

①生徒の見立てを、一人ひとりの生徒の
状況に応じた支援方法、指導法の研究
に生かす。
②生徒が安心して学べる学習集団を形
成するとともに、生徒が授業に意欲的に
参加でき｢わかった｣から｢定着・活用｣が
できる授業づくりを進める。
③学校支援地域本部や地域などと連携
を進め、学校支援ボランティアの協力を
得る。

①生徒の正しい見立てに基づき、一人ひと
りの生徒の状況に応じた支援方法、指導体
制の研究を進める
②生徒が安心して学べる学習集団を形成
するとともに、生徒が授業に意欲的に参加
できる授業づくりを進める
③学校支援地域本部などとの連携を進め、
学校支援ボランティアの協力を得る

①生徒の正しい見立てに基づき、一人ひと
りの生徒の状況に応じた支援方法、指導
法、指導体制の研究を進める。
②生徒が安心して学べる学習集団を形成
するとともに、生徒が授業に意欲的に参加
でき｢わかった｣から｢定着・活用｣ができる
授業づくりを進める。
③学校支援地域本部などとの連携を進
め、学校支援ボランティアの協力を得る。

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成した

成果と課題
①一人ひとりの生徒に会わせた支援の仕方が
定着してきた。
②生徒達が集中できる環境が定着し始め今後
は生徒自らが活用できるような設定が必要であ
る。
③学校行事への参加を含め保護者・地域と連
携して行う事ができた。

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

成果と課題
①図書館指導員と教科担当の連携の基、
図書館の利用が高まった。
②学校図書館指導員と生徒委員会が連携
して図書館利用が高まってきている。
③年間２回、延べ４回の読み聞かせをクラ
スで取り入れられている。
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○学校教育総合プランの３つの柱 ○学校教育総合プランの項目

実施計画
①実施計画の重点等

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容

①

基本的な生活習慣の

育成

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった

（評価）
① 達成した     ② 達成できた

①家庭・学校・地域との連携を基に基本的
生活習慣の育成を図る
②学校からの情報発信をはじめとする保護
者・地域間での情報の共有化、課題の明確
化により、課題解決のための家庭・学校・地
域の協働の取り組を進める

①家庭・学校・地域との連携を基に基本
的生活習慣の育成を図る。(小中の連携
の基に)
②学校からの情報発信をはじめとする保
護者・地域間での情報の共有化、課題の
明確化により、課題解決のための家庭・
学校・地域の協働の取り組みを進める。

（評価）
①　達成した　　②　達成できなかった

２　健やかな心と身体の育成

平成27年度　学校教育総合プラン（第Ⅲ期）実施計画　　　　（逗子市立久木中学校）　　　2015.4.

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

Ⅰ　子どもたちの学力向上

・基本的生活習慣の育成を進める
・豊かな心を育む教育の充実を図る
・健やかな体の育成を目指す

・課題解決を図るため家庭・地域・学校が連携、協力して指導する。そのためには学校が中心となって積極的に情報発信をして
いく。
・学校、地域、家庭が指導することを明確化しそれぞれが課題解決できるように協働していく。

①小学校との連携をおこないながら
基本的生活習慣の育成を図る。
②学校からの情報発信をもとに保護
者・地域で情報を共有し、課題を明
確にし、その解決のために家庭・学
校・地域の協働の取り組みを進める。
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成果と課題
①学年、学級懇談会を通して家庭との連携
で基本的生活習慣の育成が図れた。
②メーリングサービスや各便りによる共有化
は図れたがホームページの更新が今後の課
題である。
・

成果と課題
①小学校や保護者に基本的生活習
慣について共通認識を持つことがで
きた。
②学校での出来事を家庭、学校、地
域と共有することができた。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容
②

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達
成した

成果と課題
①学校生活の流れの中で教科を絡めて取り
組むことができた。
②各学年毎に年齢に合わせて３年間の見通
しを持って取り組を行った。
③学年に応じて地域講師を呼び、生徒の興
味関心を持てるように取り組んだ。

成果と課題
①道徳性の育成には全教職員が共
通理解の元実施していく必要があ
る。
②一部の生徒に規範意識の定着が
見られず、それが全校に波及してい
る。
③地域講師による授業の普遍化を必

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容
③
豊かな体験活動の
推進

（評価）
① 達成した　　② 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①学年行事や生徒会地域行事を通じて進
めることができた。
②職業体験学習・進路学習に加えて地域清
掃等での協力を得ることができた。

成果と課題
①生徒会活動の重要性をさらに伝え
ていく必要がある。
②さらに、地域との連携した取り組み
を増やしていく必要がある。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容
④

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

①行事を通した生徒会活動や、総合的な学
習の時間における体験的学習を進める
②地域との連携による社会奉仕活動やボラ
ンティア活動の体験的な学習を積極的に進
め社会性や協調性を育てる

①行事を通した生徒会活動や、総合的な
学習の時間における体験的な学習を進
める。
②地域との連携による社会奉仕活動やボ
ランティア活動の体験的な学習を積極的
な進め社会性や協調性を育てる取り組み
を更に進める。

①道徳教育の重要性を共通理解し全ての
教育活動を通じて道徳性を養う
②発達段階に応じた指導内容の重点化を
行い、道德教育推進教師を中心に全教師が
全教育活動の中で協力して道徳教育を推
進し、規範意識の向上に努める
③学校が保護者・地域の協力を得ることによ
り地域社会や家庭において、相手の立場に
立って考え、人を思いやれる心を育てる

①道徳教育の重要性を理解し全ての教
育活動の中から道徳性を培えるように進
める。
②発達段階に応じた指導内容の重点化
を行い、道德推進教師を中心に全教師
が全教育活動の中で協力して道徳教育
を推進し、更なる規範意識の向上に努め
る。
③体験学習を重視するとともに地域講師
の採用、生徒が感動を覚える題材の開発

成果と課題
①地域・保護者・学校が連携して挨拶な
どの基本的生活習慣の育成ができた。
②学校便りや学年・学級だよりの発行から
情報の共用化が行われ保護者・地域と協
力して課題の解決ができた。

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成し
た
成果と課題
①年ごとに生徒達の様子が変わり指導の仕方
も併せて変える必要性がある。
②３年間を見据えた系統性がある指導ができ
ることが一番良いが生徒達の状態を見極める
のに時間がかかりすぎた。
③生徒の体験から命を大切にする授業の仕
方を工夫して育必要がある。

（評価）
①　達成した　　②　達成した

①食育の推進のために各教科など
の組織を使って学習に基づいた本
校の食教育について指導方針を明
確にし発達段階に応じた健康・体力
作り等を系統的に推進する。
②飲酒・喫煙、薬物乱用など、健康
に関する問題など、家庭、学校、外
部機関等との連携を図りながら積極
的に健康教育を進める。
③性教育について性教育全体計画
に基づいて系統性を踏まえた正しい
指導を進める。

豊かな心を育む道徳
教育の推進

成果と課題
①計画的に地域行事に参加し，体験出
来る学習ができた。
②学校支援地域本部事業と連携して地
域清掃などに取り組み事ができた。

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

①食育の推進のために特別委員会を設置
し、従来より行っている各教科の学習に基づ
き久木中学校としての食教育について指導
方針を明確にし健康・体力作り等の発達段
階に応じた推進をする
②飲酒・喫煙、薬物乱用に関する問題など
家庭と学校との連携を基にして外部機関等
と連携して健康教育を積極的に進める
③性教育について発達段階を踏まえた正し
い指導を進める

①食育の推進のために特別委員会を設
置し、従来より行っている各教科の学習
に基づいた久木中としての食教育につい
て指導方針を明確にし発達に応じた健
康・体力作り等を系統的に推進する。
②飲酒・喫煙、薬物乱用に関する問題な
ど、家庭と学校との連携を基にして外部
機関等との連携を図りながら積極的に健
康教育を進める。
③性教育について性教育全体計画に基
づいて系統的を踏まえた正しい指導を進
める。

①行事を通して生徒会活動や、総合
的な学習の時間における体験的な
学習を進める。
②地域との連携によるボランティア活
動や体験的な学習を積極的にすす
め、社会性や協調性を育てる取り組
みを更に進める。

①全ての教育活動の中で道徳性を培うように
推進する。
②道德推進教師を中心に全教師がすべての
教育活動の中で道徳教育を推進する。発達
段階に応じた指導内容の重点化を行い、規
範意識の向上に努める。
③体験学習を重視し、地域講師の授業が生
徒に感動を与える題材の開発し、その活用に
よって｢命｣の大切にする心を育てる。
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食育の体系化と
体力づくり・健康教育
の推進

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達
成した

成果と課題
①全体計画に基づいて取り組み推進ができ
た。
②外部機関との協力連携により推進すること
ができた。
③全体計画に基づいて取り組み推進ができ
た。

成果と課題
①学校教育課と連携をして食育につ
いて推進していく。
②外部機関との連携により推進して
いくことができた。
③全体計画に則った取り組みを進め
ていくことができた。

成果と課題
①今後、食育全体計画に基づいた取り組みを
教科と絡めてできるように計画すれば良い。
②外部機関と連携して喫煙防止教室、薬物乱
用教室などの取り組みができた、今後、脱法
ハーブ等の取り組みを入れて行ければ。
③性教育全体教育に基づいた取り組みを発
達段階に応じて進めることができた。

①食育の推進のために各教科など
の組織を使って学習に基づいた本
校の食教育について指導方針を明
確にし発達段階に応じた健康・体力
作り等を系統的に推進する。
②飲酒・喫煙、薬物乱用など、健康
に関する問題など、家庭、学校、外
部機関等との連携を図りながら積極
的に健康教育を進める。
③性教育について性教育全体計画
に基づいて系統性を踏まえた正しい
指導を進める。（評価）

①　達成した　　②　達成した　③達成し
た

①食育の推進のために特別委員会を設置
し、従来より行っている各教科の学習に基づ
き久木中学校としての食教育について指導
方針を明確にし健康・体力作り等の発達段
階に応じた推進をする
②飲酒・喫煙、薬物乱用に関する問題など
家庭と学校との連携を基にして外部機関等
と連携して健康教育を積極的に進める
③性教育について発達段階を踏まえた正し
い指導を進める

①食育の推進のために特別委員会を設
置し、従来より行っている各教科の学習
に基づいた久木中としての食教育につい
て指導方針を明確にし発達に応じた健
康・体力作り等を系統的に推進する。
②飲酒・喫煙、薬物乱用に関する問題な
ど、家庭と学校との連携を基にして外部
機関等との連携を図りながら積極的に健
康教育を進める。
③性教育について性教育全体計画に基
づいて系統的を踏まえた正しい指導を進
める。
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○学校教育総合プランの３つの柱 ○学校教育総合プランの項目

実施計画
①実施計画の重点等

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容

①

学校安全の推進

（評価）
① 達成した    ② 達成した   ③ 達成した

（評価）
① 達成した    ② 達成した   ③ 達成し
た

平成27年度　学校教育総合プラン（第Ⅲ期）実施計画　　　　（逗子市立久木中学校）　　　2015.4.

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり

・学校での安全と安心の推進
・異校種連携の推進
・将来を見据えた進路教育の充実
・いじめ、不登校等への対応と推進(学校と諸機関との連携）

・生徒が学校生活全般を通じて安心・安全に学校生活が送れるように安全対策を推進する。
・生徒が落ち着いて学習活動に取り組めるよう学習環境及び生活環境の改善にも取り組んでいく。

１　多様な教育的課題への対応

①防犯教室などに加え携帯電話、SNS関
連の新たな課題に積極的に取り組んで
いく。
②学校防災計画を見直し、市の防災マ
ニュアルと連携できるよう取り組む。
③校内の防災訓練を計画的に実施し、
学区の避難所訓練や地域機関との連携
を深める。

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成し
た

①ＣＡＰ（子どもへの暴力防止プログラム）を
はじめとする安全教育や防犯教室などに加
え携帯電話、PCに関する新たな課題に関し
て積極的に取り組んでいく
②.学校防災計画を見直し、市の防災マ
ニュアルに連携できるよう取り組んでいく
③校内の防災訓練を計画的に実施し、地
域避難所訓練や地域機関との連携を深め
る

①防犯教室などに加え携帯電話、パソコ
ン関連に関する新たな課題に関して積極
的に取り組んでいく。
②学校防災計画を見直し、市の防災マ
ニュアルに連携できるよう取り組んでい
く。
③校内の防災訓練を計画的に実施し、
地域避難所訓練や地域機関との連携を
深める。
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成果と課題
①年間計画に基づいて各教室を実施した。
②市防災計画に基づき見直しを進めた。
③地域保育園等や市地域防災訓練と連携
した訓練を行う事ができた。

成果と課題
①新たな方法での避難訓練を実施する
ことができた。
②③学校防災計画を見直すことと地域と
連携した訓練をすることができた。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容
②
問題行動等への対応
の推進

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ② 達成した

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ② 達成した

成果と課題
①、②支援教育委員会を中心に学校全体
での取り組みを行い生徒・職員の意識の向
上を図れた。
③地域諸機関との連絡連携を計画的に取り
問題解決を図ることができた。

成果と課題
①生徒支援に関して朝の打ち合わせで
共通理解を図ることができた。
②いじめへの対応をすすめることができ
た。
③外部機関との連携と情報共有を進め
ることができた。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容
③
幼稚園・保育園・小学
校･中学校の連携の
推進

（評価）
① 達成した    ② 達成した

（評価）
① 達成した    ② 達成した

（評価）
①　達成した　　②　達成した

成果と課題
①年間計画に基づいて外部機関と連携
して実施することができた。
②③防災計画に基づいて訓練を実施し
たが天候等により保育園との合同訓練は
延期となった。

①生徒指導を充実させ、生徒の規範意識
や温かい人間関係づくりを高め、全教職員
が意図的・組織的に教育活動を進める
②生徒指導担当・教育相談コーディネー
ターが中心となって管理職・全職員が連携
を取りながら組織的な指導体制を確立し対
応していく

①生徒指導を充実させ、生徒の規範意
識や温かい人間関係づくりを高め、全教
職員が意図的・組織的に教育活動を進
める。
②生徒指導担当や教育相談コーディ
ネーターが中心となって管理職・全職員
が連携を取りながら組織的な指導体制を
確立し対応していく。(いじめ対応等)
③関係諸機関との連携を密に図り生徒一
人ひとりの課題に応じた支援を計画的に

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

①入学してくる生徒がスムーズに中学校生
活のスタートができ、安心して学校生活が送
れるよう、子ども一人ひとりの成長を支え、
個に応じた指導を進めるため情報の共有と
連携を推進する
②小学校と協働して義務教育9年間を見据
えたカリキュラムの工夫、授業体験、部活体
験などの活動を進める

①入学してくる生徒がスムーズに中学校
生活がスタートができ、安心して学校生活
が送れるよう一人ひとりの成長を支え、個
に応じた指導を進めるために必要な情報
の共有と連携を積極的に進める。(小学校
への出前授業・夏休みの教室)
②小学校と協同して義務教育9年間を見
据えたカリキュラムの工夫、授業体験、部
活体験などの活動を進め小・中学校連携
の基児童・生徒の成長を図る。

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成し
た

①生徒指導を充実させ、生徒の規範意
識の向上させ、温かい人間関係づくりを
含め、全教職員が意図的・組織的に教
育活動を進める。
②いじめ対応等に関して生徒指導担当
や教育相談コーディネーターが中心と
なって管理職・全職員が連携を取りなが
ら組織的な指導体制を確立し対応して
いく。
③関係諸機関との連携を密に図り生徒

①小学校への出前授業・夏休みの教室
などの実施で新入生がスムーズに中学
校生活をスタートができ、安心して学校
生活が送れるよう一人ひとりの成長を支
える。学区の小学校と個に応じた指導を
進めるために必要な情報の共有と連携
を積極的に進める。
②学区の小学校と協同して義務教育9年
間を見据えたカリキュラムの工夫、授業
体験、部活動体験などの活動を進め小
中連携をはかる。

成果と課題
①毎日の打ち合わせで生徒の情報を共通理解の
基、全職員が教育活動を進める事ができた。
②支援教育委員会を中心に定期的に生徒から生
活アンケートからの情報、教師の教育活動による情
報を収集し指導・対応した。
③外部機関との連携によりケース会議等を開くこと
により計画的に支援ができた。

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容
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成果と課題
①教育相談コーディネーターを中心に小学
校との情報交換を行い中学校の指導に結
びつけることができた。
②各小学校の研究授業・研究発表などへ
の参加を積極的に行うことと小学校への出
前授業を行う事ができた。

成果と課題
①小学校へ生徒理解のための授業参観
を実施することができた。
②小学生への授業や部活動の体験をお
こなうことができた。

行動プラン Ｈ19（2007）年度予定内容 Ｈ21（2009）年度予定内容
④
国際教育の推進

（評価）
① 達成した    ② 達成できなかった

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①外国語の学習だけでなくＩＥＡ（国際教育
指導助手）を活用して外国の生活習慣など
も学習した。
②対外的団体などを活用して国際教育を
図る必要がある。

成果と課題
①国際教育指導助手との連携はうまく
いった。
②総合的学習の時間に外国人留学生等
と交流を持つことができた。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容
⑤
キャリア教育の推進

（評価）
① 達成した　　② 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した

①職業の選択を始めとし、自分の将来を見
据えた有意義な人生のあり方を自らが体験
し学ぶための中学校での指導計画を作成
する
②地域・保護者・関係諸機関との連携を図
り職業についての理解を図り、発達に応じ
て地域での職業体験を行う

①国際社会に生きる日本人としての資質
の更なる向上を目指し、国際教育指導
助手とともに様々な教育活動において積
極的な活用を進める。
②総合的な学習の時間や特別活動にお
いて、外国人留学生や海外の団体・一
般外国人との交流を図れるような工夫を
し国際社会に生きる子ども達の育成を進
める。

成果と課題
①教育相談CDを中心に小学校との情報
交換ができ中学校生活へ活かすことがで
きた。
②生徒の合唱発表での小学校訪問、夏
期休業中の部活体験、出前授業など連
携が図れた。
　 Ｈ20（2008）年度予定内容

①職業の選択を始めとし、自分の未来を
見据えた有意義な人生のあり方を自らが
体験し学ぶための中学校3年間の指導計
画を作成し系統だった指導を進めるす
る。
②地域・保護者・関係諸機関との連携を
図り職業についての理解を図り、発達に
応じて地域社会での職業体験を進める。

①職業の選択を始めとし、自分の将来を
見据えた有意義な人生のあり方学ばせ
る。自らが体験し学ぶために中学校の指
導計画を作成し系統だった指導を進め
る。
②地域・保護者・関係諸機関との連携を
図り職業についての理解を深め、発達に
応じて地域社会での職業体験を進める。

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

①国際社会に生きる日本人としての資質の
向上を目指し、学校に派遣されているＩＥＡ
（国際教育指導助手）を様々な教育活動に
おいて積極的な活用を推進する
②総合的な学習の時間や特別活動におい
て、外国人留学生や海外の団体等との交
流を行い国際社会に生きる子ども達の育成
を進める

（評価）
①　達成した　　②　達成した

成果と課題
①国際教育指導助手の計画的活用が積
極的にできた。
②外部機関(カモノハシプロジェクト)の活
用ができ国際状況の学習ができた。

（評価）
①　達成した　　②　達成した

①国際社会に生きる日本人としての資質
の更なる向上を目指し、派遣されている
国際教育指導助手を様々な教育活動に
おいて積極的な活用を進める。
②総合的な学習の時間や特別活動にお
いて、外国人留学生や海外の団体・一般
外国人との交流を図れるような工夫をし
国際社会に生きる子ども達の育成を進め
る。
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成果と課題
①３年間を見通した進路指導計画を作成し
推進できている。
②職業体験学習やキャリア学習会などを地
域・保護者を活用して取り組んだ。

成果と課題
①学年に応じた進路学習を行い、キャリ
アについて考えることができた。
②地域・保護者等の協力を得て、キャリ
ア講演会や職業体験学習を実施するこ
とができた。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容
⑥
福祉教育の推進

（評価）
① 達成した　　② 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①福祉体験学習を計画的に行い理解・関
心を深める取り組みをした。
②生徒会活動の一つとして地域清掃活動
や餅つき大会・募金活動を通じて育成でき
た。

成果と課題
①心プロジェクトの応援を得ながら福祉
教育を実施することができた。
②地域でのボランティア活動に参加する
生徒が増えてきている。

行動プラン Ｈ19（2007）年度実施内容 Ｈ21（2009）年度予定内容
⑦
環境教育の推進

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成で
きなかった

成果と課題
①ずし市環境会議会員を講師に環境教育
を計画的に取り組んだ。
②リサイクルセンター見学やミックスペー
パー等計画的に取り組んだ。
③ずし市環境会議会員の環境学習におい
てデータを活用する取り組みを行った。

成果と課題
①ずしし環境会議のメンバーによる授業
を実施することができた。
②生徒会が中心となり校内でのリサイク
ル活動を実施することができた。
③データ収集装置の故障により活用する
ことができなかった。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容

①地域・保護者との連携から環境に対する
意識、熱意、見識を育てる
②環境学習の指導計画に基づき目標を明
確にし積極的に推進する
③身近にある太陽光発電の施設を利用し、
それを理解し環境に対する意識の向上を図
る

①地域・保護者との連携から環境に対す
る意識、熱意、見識を育て活用する。
②環境学習の指導計画に基づき目標を
明確にし活動を積極的に行う。
③太陽光発電の施設を利用して、環境に
対する意識をを育て生活の中で生かせる
ようにする。

①地域・保護者との連携により環境に対
する意識、見識を育てる。
②環境学習の指導計画に基づき目標を
明確にし活動を積極的に行う。
③太陽光発電施設を利用して、環境に
対する意識を育て生活の中で生かせる
ようにする。

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成し
た

成果と課題
①田越え川の清掃活動参加などの活動を通
して環境に対する意識づくりができた。
②生徒会が中心となってミックスペーパーの
収集を計画的に取り組み、夏休みにリサイク
ルの仕組みも見学した。
③データは活用しているが更なる取り組み方
を検討する。

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

①発達段階に応じた福祉教育を推進し体
験学習を通して理解を深める
②地域・仲間との活動を通して思いやりの
心、社会奉仕の精神などを育成する

①発達段階に応じた福祉教育を推進し
体験学習を通して理解を深め生活の中
で応用が出来るようにする。
②地域・仲間との活動を通して思いやり
の心、社会奉仕の精神などを育成し生活
の中で活用ができるようにする。

①発達段階に応じた福祉教育を推進
し、体験学習を通して理解を深め生活の
中で活用が出来るようにする。
②地域・仲間との活動を通して思いやり
の心、ボランティアの精神などを育成し
学校生活の中で活用ができるようにす
る。

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

Ｈ20（2008）年度予定内容

成果と課題
①生徒達の将来を見据えた進路指導に活か
すことができた。
②生徒達の職業に対する理解学習のキャリア
教育講演会など地域・保護者の協力を得て取
り組むことができた。

（評価）
①　達成した　　②　達成した

成果と課題
①福祉防災教室と絡めた中での福祉教育学
習を通して学習することができた。
②学校警察連絡協議会の活動を通して生徒
会が中心となっって小学生のチリリンタイムや
地域の行事への参加を行った。
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⑧
情報教育の推進

（評価）
① 達成した　　② 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①各学習計画の中で計画的に機器利用を
取り入れ育成している。
②技術の授業及び地域機関を利用して情
報モラル・携帯電話の学習を実施した。

成果と課題
①機器は充実してきたが、パソコン室の
収容人数に限りがあり、生徒が一斉に利
用できる状況にはない。
②情報モラルについては、技術科だけで
なく、指導を行った。

①ICT機器を用いた授業や映像を活用した
プレゼンテーションを取り入れ、発達段階に
応じた「情報活用能力」を育成する
②情報モラル教育の育成を図り、あふれる
情報を取捨選択し正しく活用できる力を育
てる

①情報教育全体計画に基づいて機器を
用いた授業や映像を活用したプレゼン
テーションが、発達段階に応じたておこな
えるよう系統立てた育成する。
②情報モラルの育成を図り、あふれる情
報を一人ひとりが正しく理解して、それを
正しく活用できる力を育てる。

①情報教育全体計画に基づいて機器を
用いた授業を実施する。生徒が映像を
活用したプレゼンテーションを、発達段
階に応じておこなえるよう系統立てて指
導する。
②情報モラルの育成を図り、情報を取捨
選択する能力を一人ひとりが正しく理解
して、活用できる力を育てる。

成果と課題
①学年行事の生徒の取り組みをプレゼンにし
て発表するなど計画的に行う事ができた。
②技術の学習を中心に情報モラルについて
取り組み、学校の取り組みとしてSMSなどを含
めた指導を行った。

（評価）
①　達成した　　②　達成した
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○学校教育総合プランの３つの柱 ○学校教育総合プランの項目

実施計画
①実施計画の重点等

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容

①

地域への情報発信と

学校公開の工夫

（評価）
① 達成できなかった   ② 達成した

（評価）
① 達成できた   ② 達成した

①学校だよりを地域へ配布する。また、ホー
ムページの構成を見直すとともに、更新を
定期的に行う
②青少年育成推進の会を始めとする地域
の団体との関係を深め、学校への理解を深
め支援・協力を得る

①学校だよりを地域へ配布する。また、
ホームページの構成を見直すとともに、
更新を定期的に行う。
②青少年育成推進の会を始めとする地
域の団体との関係を深め、学校への理解
を深め地域と学校の支援・協力体制が確
立できるようにする。

①学校だよりを地域へ発信する。また、
ホームページの構成を見直すとともに、
更新を定期的に行う。
②青少年育成団体等地域との関係を深
め、学校への理解を深め地域と学校の
支援・協力体制が確立できるようにする。

平成27年度　学校教育総合プラン（第Ⅲ期）実施計画　　　　（逗子市立久木中学校）　　　2015.4.

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり

・学校支援地域本部事業との連携を積極的に進め地域教育力を活用する
・情報発信を積極的に進め開かれた学校を目指す

・教育活動を積極的に公開し開かれた学校として地域・保護者と共に協働して子ども達の成長を支えていく。
・学校関係者評価や自己評価の充実を図り、保護者・地域にその結果や対応を公開し、次年度の計画に活かしたものとする。

２　地域に開かれた学校づくり

（評価）
①　達成できなかった　　②　達成した
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成果と課題
①たより等については計画的に行う事がで
きているがホームページの更新等できてい
ない。
②各地域の青少年育成推進の会、地域行
事に計画的・積極的に参加できている。

成果と課題
①ホームページの更新は計画的に実施
することができた。
②青少年育成団体との関係を深め、学
校との情報の共有を図ることができるよう
になった。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容
②
地域教育力の活用

（評価）
① 達成した    ② 達成した

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①地域コーディネーターを中心に地域と学
校が連携協力して活動を取り組めた。
②多くの意見を戴くことができ、次年度の計
画に反映していく。

成果と課題
①地域コーディネーターと学校の支援に
ついて具体的に進めることができた。
②次年度の教育活動に生かせるような
意見をいただくことができた。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容
③
学校評価を生かした
学校の改善

（評価）
① 達成した   ② 達成した

（評価）
① 達成した   ② 達成した

成果と課題
①行事を行う毎に生徒・保護者・地域の
方々にアンケートを実施し取り入れている。
②意見等を踏まえて次年度の計画実施に
反映をしていく。

成果と課題
①アンケート結果を学校運営に生かせる
仕組みを作ることができた。
②学校評価などは時期を早めて実施す
ることができた。

①生徒・保護者にアンケートを適宣実施し、
自己評価に取り入れる
②自己評価に対する保護者・地域、学校評
価委員会、学校評議員会等からの改善等
の指摘を次年度の校運営(計画)に反映して
いく

①生徒・保護者にアンケートを適宣実施
し、自己評価の中に取り入れ次回への取
り組みや計画に活かしていく。
②自己評価に対する保護者・地域、学校
評価委員会、学校評議員会等からの改
善等の指摘を次年度の学校運営(計画)
に反映していく。

①生徒・保護者に学校評価アンケートを
実施し、自己評価の中に取り入れ、学校
運営への取り組みや計画に活かしてい
く。
②自己評価に対して学校関係者評価委
員会、地域教育協議会、ＰＴＡ等からの
改善に関して次年度の学校運営に反映
していく。

①学校支援地域本部に組織を統合して地
域コーディネーターを中心とした学校支援
の具体的な活動を進める
②学校関係者評価委員会、学校評議員
会、地域教育協議会、保護者・地域の個々
の意見を十分に把握し、教育活動に反映し
ていく

①地域コーディネーターを中心とした学
校支援の具体的な方法を模索し地域と
協力した活動を進める。
②学校関係者評価委員会、学校評議員
会、地域教育協議会、保護者・地域の
個々の意見を十分に把握し、教育活動に
反映していく。

①地域コーディネーターを中心とした学
校支援の具体的な方法を模索し地域と
協力した活動を進める。
②学校関係者評価委員会・地域教育協
議会を通じて、保護者・地域の個々の意
見を十分に把握し、教育活動に反映して
いく。

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

成果と課題
①学校だより・学年・学級だよりは計画的に発
行できているがホームページの更新を計画的
に行うようにする。
②地域と学校が生徒の情報を共有できていて
協力して支援体制がとれるようになってきた。

（評価）
①　達成した　　②　達成した

成果と課題
①地域と協力して、いろいろな行事などに計
画的に参加活動が出来ている。
②学校行事への参加、授業参観などを通して
多くの活動に参加して戴き反省・意見を教育
活動に反映していく。

成果と課題
①行事アンケートや学校評価アンケート結果
を踏まえた計画をしていく。
②学校評価や学校評価委員会などの時期を
早め、次年度の計画に取り入れられるようにし
た。

（評価）
①　達成した　　②　達成した
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○学校教育総合プランの３つの柱 ○学校教育総合プランの項目

実施計画
①実施計画の重点等

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容

①

授業研究の充実

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成し
た

平成27年度　学校教育総合プラン（第Ⅲ期）実施計画　　　　（逗子市立久木中学校）　　　2015.4.

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

Ⅲ　教員の指導力向上

・｢教師のスタンダード」づくりを推進する。
・様々な分野からの講師による職員研修の充実を図り教師力の向上を図る。
・研究授業の充実を図る。
・授業評価の活用を進める。
・地域教材の積極的な活用と開発を推進する。

・授業評価システムの簡素化を進め、授業評価を積極的に行い活用を進める。
・中学校３年間を見据えた系統立てた指導のあり方を考え授業にユニバーサル化を更に進める。

１　教員研修・研究の充実

①研究授業の積極的な実践を推進し指導
方法の工夫改善にや課題研修レポートの
作成に役立てる
②指導助言に適切な講師を依頼し、研修の
充実と指導力の向上を図る
③研修、研究会の成果を共有し教職員全
体の資質向上を図る

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成し
た

①研究授業の積極的な実践をおこない
指導方法の工夫改善を進め教師個々の
授業力向上を図る。
②指導助言に適切な講師を依頼し、教員
研修の充実と教師個々の指導力向上を
図る。
③研修、研究会の成果を共有し教職員
全体の資質向上と授業力向上を図る。

①研究授業の積極的な実践をおこない
指導方法の工夫改善を進め教師個々の
授業力向上を図る。
②研究会には指導助言に適切な助言者
を依頼し、教員研修の充実と教師個々の
指導力向上を図る。
③研修、研究会の成果を共有し教職員
全員の資質向上と授業力向上を図る。
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成果と課題
①研究授業後に授業案を見直し訂正したレ
ポートの提出を義務化した。
②外部講師を招いての実践的研修会を計
画的に行った。
③全体研修やグループ研究会を計画的に
実施し成果の共有を図った。

成果と課題
①研究授業を実施し、授業の工夫改善
を行うことができた。
②校内研究会という組織を使った研究会
を実施することができた。
③校内研究会で研究研修の成果の共有
を図ることができた。

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容
②
授業評価の活用

（評価）
① 達成した　  ② 達成した　  ③ 達成した

（評価）
① 達成した　  ② 達成した　  ③ 達成し
た

成果と課題
①全教職員が授業のユニバーサル化を意
識して取り組むことができた。
②、③授業アンケートを行い、評価を真摯
に受け止め授業改善に繋げる取り組みをし
た。

成果と課題
①各教科ごとの授業アンケートにより授
業改善を図かることができた。
②③生徒自らが授業アンケートに答えた
り、保護者・外部関係者が公開授業を見
たりして意見をいただき授業改善につな

行動プラン Ｈ25（2013）年度予定取り組み内容 Ｈ27（2015）年度予定取り組み内容
③
研修事業の充実

（評価）
① 達成した　　②達成できなかった

（評価）
① 達成した　　②達成できなかった

成果と課題
①授業のユニバーサル化と関わって計画
的に進め全教師の力量につながった。
②小中学校の教職員にアンケートを実施
し、まとめている途中であり、来年度に向け
て取り組んでいる。

成果と課題
①学びたいという自主研修会を実施する
ことができた。
②年々の生徒の変化に教師側の研修内
容の変化が追いついていない。

①学校で行う教育活動全体において、教師
が身につけておく必要性の高いものの研修
を計画的に進め教職員の力量の向上を進
める
②久木中「教師のスタンダード」づくりを推
進する

①学校で行う教育活動全体において、教
師が身につけておく必要性の高いものの
研修を計画的に進め教職員の力量の向
上を進める。
②久木中学校の生徒に合わせた「教師
のスタンダード」づくりを進める。

①教育活動全体で教師が身につけてお
くべき資質や能力の向上を図る研修を計
画的に進め教職員の力量のたかめる。
②本校生徒に合わせた「教師のスタン
ダード」づくりを進める。

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容

（評価）
①　達成した　　②　達成した　③達成し
た
成果と課題
①各教科ごとの授業アンケートにより授業改
善を図かっている。
②③生徒自らが授業アンケートに答えたり、保
護者・外部関係者が公開授業を見たりして意
見をいただき授業改善につなげている。

成果と課題
①新しい教職員が増えたことも含めて一
度行った研修も確認も含めて再研修し
た。
②ユニバーサル・デザイン尺度づくりとス
タンダードづくりを会わせた形で進んでい
る。

（評価）
①　達成した　　②　達成した

①校内研究における授業を中心として授業
評価・改善活用を進める
②生徒、保護者、外部関係者による授業評
価を行い、より良い授業づくりに取り組み教
育活動の向上につなげる
③保護者・地域と連携した授業評価の取り
組みを行い教育活動の向上につなげる

①校内研究における授業評価・改善活用
を進め授業に活かす。
②生徒、保護者、外部関係者による授業
評価を行い、より良い授業づくりに取り組
み教育活動の向上につなげる。
③保護者・地域と連携した授業評価の取
り組を行い教育活動の向上につなげる。

①校内研究における授業評価をもって
授業改善に活用し、授業に活かす。
②生徒、保護者、学校関係者による授業
評価を行い、より良い授業づくりに取り組
み教育活動の向上につなげる。
③保護者・地域と連携した授業評価の取
り組を行い教育活動を向上させる。

成果と課題
①年２回の研究授業を義務化し、自ら授業の
工夫改善に取り組み授業力向上に努めた。
②計画的な教員研修の充実を図り、教員の指
導力向上につながった。
③教職員同士が自ら，研修会を開き、資質向
上を図るなど成果が見られた。

Ｈ26（2014）年度予定取り組み内容
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